
起立し議案に賛成する議員（３月19日）起立し議案に賛成する議員（３月19日）

NO.32
平成26年５月15日発行
発行 : 栃 木県下野市議会
編集 : 議会だより編集委員会

ホームページ : http://www.city.shimotsuke.lg.jp
E-mail: gikai@city.shimotsuke.lg.jp

第１回定例会  
自治基本条例を制定 ···························· P 2
平成26年度予算を可決 ······················· P 3
常任委員会審査報告 ···························· P 7
市政をただす 一般質問 ····················· P10
  
行政視察調査報告 ································ P14
  
公園紹介 ················································· P16



2下野市議会だよりＮｏ.32

第
１
回
定
例
会

　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で

の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
事
同
意
案
４
件
、
平
成
25
年
度
補
正
予

算
案
10
件
、
平
成
26
年
度
予
算
案
10
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
案
17
件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案
４
件
の
計
45
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
、
損
害
賠
償
額

の
決
定
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告
２
件
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
議
１
件
、
請
願
・
陳
情
採
択
に
よ
る
意
見
書
案
２
件

が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え
方

を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

22月2626日～3月1919日（2222日間日間）2月26日～3月19日（22日間）2月26日～3月19日（22日間）2月26日～3月19日（22日間）

平成平成2626年 年 第１回平成26年 第１回平成26年 第１回平成26年 第１回

下 野 市 議 会 定 例 会下 野 市 議 会 定 例 会下 野 市 議 会 定 例 会下 野 市 議 会 定 例 会
　

下
野
市
自
治
基
本
条
例
は
、
市

民
と
議
会
・
市
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
務
を
定
め
て

お
り
ま
す
。

　

第
11
条
で
は
子
ど
も
を
下
野
市

の
将
来
を
担
う
地
域
の
宝
と
し
て

育
て
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設

け
、
そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

第
34
条
で
は
自
発
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
担
い
手
、
自
律
的
な
ま
ち

づ
く
り
組
織
を
育
て
る
た
め
、
学

習
環
境
や
拠
点
整
備
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
36
条
で
は
国
内
交
流
に
つ
い

て
述
べ
て
お
り
、
歴
史
や
文
化
を

共
有
す
る
他
市
町
村
と
の
交
流
を

積
極
的
に
図
る
と
と
も
に
、
災
害

等
の
緊
急
時
に
備
え
相
互
支
援
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
37
条
で
は
国
際
交
流
の

文
化
を
大
切
に
し
、
市
民
の
国
際

交
流
活
動
の
支
援
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
条
例
は
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
将
来
に
向

け
て
豊
か
な

地
域
社
会
を

創
造
す
る
こ

と
を
め
ざ
し

た
、
本
市
に

お
け
る
自
治

の
最
高
規
範

と
な
り
ま
す
。

■平成26年度国民健康保険税の税率

医療保険分
後期高齢者
支援金分

介護保険分

賦　課
限度額

50万円⇒
51万円

13万円⇒
14万円

10万円⇒
12万円

所得割 5.8%⇒6.7％ 1.9％⇒2.0％ 1.4％⇒2.1％

均等割 27,400円 8,700円 8,500円

平等割 23,100円 7,300円 5,000円

自
治
基
本
条
例
を
制
定

自
治
基
本
条
例
を
制
定

こども医療費のこども医療費の
現物給付の範囲を現物給付の範囲を
未就学児までに拡大未就学児までに拡大

　

下
野
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
し
、
現

※

物
給
付
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
３

歳
未
満
児
が
対
象
で
あ
っ
た
も
の

を
、
未
就
学
の
期
間
（
満
６
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
）
ま

で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

※
栃
木
県
内
の
医
療
機
関
受
診
の
際
に

「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
診
療
の

自
己
負
担
分
の
支
払
い
が
不
要
と
な
る

制
度
。

　

諮
問
機
関
で
あ
る

下
野
市
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、
国
民

健
康
保
険
税
の
改
定

の
た
め
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事

業
の
安
定
的
な
運
営

を
維
持
す
る
た
め
、

課
税
限
度
額
及
び
所

得
割
率
を
下
表
の
と

お
り
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。

税率引き上げ
国民健康保険税の



3 下野市議会だよりＮｏ.32

第
１
回
定
例
会

平
成
平
成
2626
年
度
予
算
を
可
決

年
度
予
算
を
可
決

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
を
初
め
、

三
王
山
地
区
公
園
整
備
や
大
松
山

運
動
公
園
拡
張
整
備
な
ど
の
主
要

事
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と

か
ら
、
左
表
に
あ
る
よ
う
に
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
24
億
１

千
万
円
、
11
・
6
％
増
の
積
極
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
が
対

前
年
比
3.7
％
増
、ま
た
市
債
が
82
・

９
％
増
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
地

方
消
費
税
交
付
金
が
11
・
１
％
増

と
な
り
、
地
方
交
付
税
が
6.1
％
の

減
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の

3.7
％
減
を
初
め
、
義
務
的
経

費
が
前
年
度
当
初
よ
り
0.5
％

減
と
な
る
一
方
、
新
庁
舎
建

設
な
ど
普
通
建
設
事
業
費
等

の
投
資
的
経
費
が
67・
9

％
増
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
予
算
の
編
成
に
当
た

り
、「
第
二
次
下
野
市
長
期

財
政
健
全
化
計
画
」
に
基
づ

く
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、

「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
」
に
掲
げ
る
重
点
戦

略
事
業
に
着
実
に
取
り
組
む

た
め
、
予
算
の
大
胆
な
重
点

化
を
図
り
な
が
ら
、
事
務
事

業
評
価
に
基
づ
く
施
策
の
優

先
順
位
の
洗
い
直
し
・
徹
底

し
た
無
駄
の
排
除
に
よ
り
、

メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
予
算
と

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

■平成26年度各会計予算 （単位：千円、％）

会　　計　　名 予　算　額
前年度との比較

増　減 比 率

一般会計 231億4,000万0 24億1,000万0 11.6

特別会計

国民健康保険 55億6,524万7 1,916万7 0.3
後期高齢者医療 4億9,635万4 3,972万9 8.7
介護保険（保険事業勘定） 33億2,029万2 1億5,412万7 4.9
介護保険（介護サービス事業勘定） 501万5 5万0 1.0
公共下水道事業 19億1,989万2 1億4,011万9 7.9
農業集落排水事業 4億  872万6 △197万3 △0.5
下古山土地区画整理事業 廃止 △2,320万7 皆減
石橋駅周辺土地区画整理事業 1,575万6 △2,318万8 △59.5
仁良川地区土地区画整理事業 7億1,827万1 1,899万5 2.7

企業会計 水道事業 15億2,221万7 △497万5 △0.3
総　　　計 371億1,177万0 27億2,884万4 7.9

人件費
35億8,862万7千円
15.5％

義務的経費
90億9,958万2千円
39.3％

その他経費
92億1,064万円

39.8％

投資的経費
48億2,977万8千円

20.9％

投資的経費
48億2,977万8千円

20.9％

投資的経費
48億2,977万8千円

20.9％

扶助費
30億1,452万円
13.0％

自主財源
110億3,441万1千円
47.7％

市税
91億3,830万2千円
39.5％

繰入金
3億1,353万3千円
1.4％その他自主財源

15億8,257万6千円 6.8％

国・県支出金
36億4,338万9千円
15.8％

地方交付税
31億円 13.4％

市債
43億8,260万円

18.9％

その他依存財源
9億7,960万円 4.2％

依存財源
121億558万9千円

52.3％

公債費
24億9,643万5千円 10.8％

普通建設事業費等
48億2,977万8千円 20.9％

物件費
35億3,235万2千円
15.3％

補助費等
27億2,075万7千円
11.8％

繰出金
23億414万4千円
9.9％

その他
6億5,338万7千円 2.8％ 平成25年度は、

102億7,194万2千円で、
構成比が49.6％

平成25年度は、
28億7,653万5千円で、
構成比が13.9％

歳出 歳入

グラフで見る一般会計予算

平
成
26
年
度

注
目
事
業

　市税など自主財源に比べ市債や地方消費税交付金
など依存財源が大きく増加していることから、歳入
における依存財源の割合が前年度当初より 2.7ポイ
ント上昇しています。

　歳出については、庁舎建設事業や三王山地区公
園整備事業、古山小学校給食施設改築事業など、
全体に占める投資的経費の割合が7.0ポイント上
昇しています。
※投資的経費

道路や施設など、将来にわたり残るもの（資本）に支出される経費。そのため、将来世代にわたり経費を

分担させることが公平であるとの観点から、地方債を経費の財源とすることができる。

■庁舎建設事業
（23億3,968万円）

　自治医大駅西側に建設
予定の新庁舎は今年度に
着工し、平成27年度中に
完成する予定です。上記
の額は26年度にかかる費
用です｡

■三王山地区
公園整備事業
（2億5,000万円）

　ふれあい館の東側に
オートキャンプ場やドッ
グランができる施設を備
えた公園を整備します。
（整備期間：26～28年度）

■小学校校舎
空調設備設置事業

（2,619万円）
■中学校校舎
空調設備設置事業

（898万円）
　昨今の気温上昇に対する学習
環境の改善を目的に、27・28年
度整備予定である小中学校教室
のエアコン設置について、設計
をするための予算になります。

■認定こども園
整備事業

（8,925万円）

　認可外保育園の整備等
に係る費用について、幼
稚園型認定こども園とな
るための施設整備費用を
補助します。
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委員名 氏
しめい

名 住　　所 新・再 任　　期

教育委員会委員 永
なが

 山
やま

　伸
しん

 一
いち

下野市祇園 再任 H26.3.25～H30.3.24

教育委員会委員 池
いけ

 澤
ざわ

　　勤
つとむ

上三川町多功 新任 H26.3.25～H30.3.24

監 査 委 員 瀧
たき

 沢
ざわ

　政
まさ

 彦
ひこ

下野市石橋 再任 H26.3.24～H30.3.23

公 平 委 員 中
なか

 島
じま

　一
かず

 成
なり

下野市石橋 再任 H26.4.1～H30.3.31

　

事

　

事
人　人　

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
左
記
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し

た
。

条
例
条
例

　
　

そ
の
他

　
　

そ
の
他

下
野
市
災
害
見
舞
金
支
給

条
例
の
制
定

　

市
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
り
居
宅

が
全
半
壊
し
た
場
合
な
ど
、
被
災

者
又
は
そ
の
遺
族
に
対
し
２
〜

10
万
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

下
野
市
歯
及
び
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
し
基
本

計
画
を
定
め
、
虫
歯
や
歯
周
疾
患

の
予
防
対
策
等
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

下
野
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

交
通
指
導
員
報
酬
に
つ
い
て
、

県
内
他
市
町
と
の
格
差
是
正
を
図

る
た
め
月
額
６
万
５
千
円
を
６
万

円
に
、
ま
た
、
診
療
報
酬
明
細
書

等
点
検
調
査
嘱
託
員
に
つ
い
て
、

勤
務
時
間
の
増
加
に
よ
り
月
額

15
万
７
千
５
百
円
を
17
万
５
百
円

に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

下
野
市
学
童
保
育
室
条
例

の
一
部
改
正

　

国
分
寺
小
学
校
敷
地
内
に
新
設

さ
れ
た
国
分
寺
小
学
童
保
育
室
が

平
成
26
年
４
月
よ
り
運
営
開
始
と

な
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

下
野
市
立
小
中
学
校
施
設
の

開
放
に
関
す
る
使
用
料
条
例

の
一
部
改
正

　

石
橋
小
及
び
古
山
小
の
屋
内
運

動
場
改
築
に
伴
い
、
建
物
規
模
が

大
き
く
な
り
面
数
が
ふ
え
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
新
設
さ
れ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

下
野
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

施
設
の
維
持
管
理
と
受
益
者
負

担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
南
河

内
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
加
工
室

の
使
用
料
を
月
額
２
万
７
千
円
か

ら
12
万
５
千
円
に
、
国
分
寺
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
加
工
室
の
使
用

料
を
月
額
２
万
７
千
円
か
ら
８
万

３
千
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
都
市
計
画
事
業

下
古
山
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
設
置
条
例
の
廃
止

　

平
成
22
年
７
月
に
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
換
地
処
分
が
行
わ
れ
た

下
古
山
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
、
事
務
合
理
化
の
た
め
特
別

会
計
を
廃
止
し
ま
し
た
。

土
地
の
取
得

　

国
指
定
史
跡
下
野
国
分
尼
寺
跡

の
平
成
25
年
度
追
加
指
定
箇
所
内

の
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
に
該
当
す
る
た
め
、

議
決
を
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

下
野
市
新
庁
舎
建
設
工
事
の
入

札
を
総
合
評
価
落
札
方
式
に
よ
り

実
施
、
落
札
者
と
仮
契
約
を
締
結

し
た
の
で
、
議
会
の
議
決
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
に
該
当
す

る
た
め
議
決
を
し
ま
し
た
。

町
又
は
字
の
廃
止
及
び

町
又
は
字
の
区
域
の
変
更

　

県
営
鬼
怒
川
西
部
地
区
土
地
改

良（
区
画
整
理
）事
業
の
実
施
に
伴

い
、
町（
ち
ょ
う
）、
字（
あ
ざ
）の

区
域
を
変
更
し
ま
し
た
。

次のものは、上位法の一部改正に伴い条例の一部を改正しました。
■下野市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正

■下野市職員の給与に関する条例の一部改正

■下野市単純労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

■下野市職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正

■下野市職員の修学部分休業に関する条例の一部改正

■下野市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

■下野市都市公園条例の一部改正

■下野市社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部改正
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平成25年度補正予算
国分寺中学校の校舎大規模改修費を予算計上第１回定例会

会 期 日 程

２月26日　本会議【開会】
　　　　　（議案の説明）

　　27日　本会議
　　　　　（議案の説明）

　　28日　本会議
　　　　　（一般質問）

３月３日　本会議
　　　　　（一般質問）

　　４日　本会議
　　　　　（議案の質疑、
　　　　　委員会付託）

　　５日　総務常任委員会
　　　　　（付託案件審査）

７、10日
　　　教育福祉常任委員会
　　　（付託案件審査）

11、12日
　　　経済建設常任委員会
　　　（付託案件審査）

　　19日　本会議【閉会】
　　　　（委員長報告、表決）

　平成25年度一般会計補正予算案が下表のとおり提出され、可決されました。
　主な補正内容としては、国の補正予算に伴い前倒しして実施する農業基
盤整備促進事業（農道整備）や国分寺中学校の校舎大規模改修事業等が追
加され、また、各種事務事業の確定等に伴う変更が計上されました。
　さらに、２月の記録的大雪により被害を受けた農業用施設の早期復旧を
支援するため9,000万円が追加計上されました。
　一般会計の補正額は2,235万円の減となり、予算総額は223億3,642万円
となりました。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

の
特
殊
詐
欺
は
、
近
年
、

全
国
的
に
急
増
し
国
民

の
生
活
を
脅
か
す
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
を
撲
滅
す

る
た
め
に
は
、
広
報
啓

発
活
動
や
相
談
体
制
の

充
実
、
事
業
者
に
よ
る

情
報
提
供
等
、
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
社
会
総
が
か

り
で
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
議
会

で
は
関
係
機
関
と
連
携

を
強
化
し
、
市
民
と
一

体
に
な
っ
て
特
殊
詐
欺

撲
滅
を
め
ざ
し
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。

■平成25年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算額
 一般会計 △2,235万0 223億3,642万0

特別会計

国民健康保険 △4,020万0 56億2,890万9
後期高齢者医療 2,331万0 4億8,532万0
介護保険（保険事業勘定） △3,364万9 31億8,626万2
公共下水道事業 △1億7,815万3 16億7,964万8
農業集落排水事業 △1,763万1 4億1,560万2
石橋駅周辺土地区画整理事業 △170万0 5,579万3
仁良川地区土地区画整理事業 △9,332万2 6億2,406万5

企業会計 水道事業
収益的支出 △680万0 6億5,580万5
資本的収入 △1,830万1 3億1,119万9
資本的支出 △2,600万0 8億3,858万7

特
殊
詐
欺
を
撲
滅
し
、

特
殊
詐
欺
を
撲
滅
し
、

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
決
議

を
確
保
す
る
決
議

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

　

今
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
、

陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
、
請
願
に

つ
い
て
は
経
済
建
設
常
任
委
員
会
、

陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
総
務
常
任

委
員
会
に
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
左
表
の
と
お
り
２

件
が
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と

な
り
、
採
択
さ
れ
た
２
件
に
つ
い

て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
初
め
国

の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

■平成26年第1回定例会において審査された請願・陳情
請願の件名 TPP（環太平洋連携協定）交渉に関する請願

請願の趣旨

関係国と協議を続けていくこととなったTPP交渉について、今後も国益をか
けた極めて厳しい交渉が続くと予想されるが、政府はいかなる状況において
も、実質的な政府方針となっている国会及び自民党による決議を守り、現在
の姿勢を断固として貫くよう求める。

紹介議員 秋山 幸男　　松本 賢一

付託常任委員会 経済建設

審査結果 採　択

陳情の件名 「山の日」制定に係る意見書の採択について

陳情の趣旨

伝統文化や産業を育み、林業のみならず観光などの貴重な資源である山のも
たらす恩恵を将来にわたり享受できるよう、国民全体が山に感謝し、山を守
り育てる、といった意識の向上を促すため、全国統一の「山の日」の制定を
推進すべく、国に意見書の提出を求める。

付託常任委員会 総務

審査結果 採　択

陳情の件名 東日本大地震に対する当市の対応に関する陳情

陳情の趣旨

平成23年３月11日に発生した東日本大地震当日の当市の対応について、非常
放送用電源が整備されておらず、また、市広報車による周知もなかったことに
より全く市の情報が伝わらなかった。地震当日の総括を行って次世代への課
題として残すとともに地域防災対策にも活発に生かすことが責務と考えるが、
当日の総括された資料は皆無に等しい。市民にわかりやすく、当日を広く総
括した資料の作成とその公開を切に願う。

付託常任委員会 総務

審査結果 趣旨採択
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平成26年第１回定例会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　除…除斥による退席　欠…欠席　－…表決なし

議案等
番号

付　議　事　件

表
決
結
果

大
島　

昌
弘

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

吉
田　
　

聡

小
谷
野
晴
夫

須
藤　
　

勇

秋
山　

幸
男

塚
原　

良
子

若
林　
　

稔

野
田　

善
一

髙
山　

利
夫

岩
永　

博
美

磯
辺　

香
代

松
本　

賢
一

岡
本　

鉄
男

伊
澤　
　

剛

大
島　

将
良

倉
井　

賢
一

村
尾　

光
子

同意1･2号 下野市教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

表

決

に

加

わ

ら

な

い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 3号 下野市監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 4号 下野市公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 3号 平成25年度一般会計補正予算(第6号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 4号 平成25年度国民健康保険特別会計補正予算(第3号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 5号 平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 6号 平成25年度介護保険特別会計(保険事業勘定)補正予算
(第2号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 7号 平成25年度公共下水道事業特別会計補正予算(第3号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 8号 平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算(第3号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 9号 平成25年度石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予
算(第2号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案10号 平成25年度仁良川地区土地区画整理事業特別会計補正予
算(第2号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案11号 平成25年度水道事業会計補正予算(第1号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案12号 平成26年度一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案13号 平成26年度国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案14号 平成26年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案15号 平成26年度介護保険特別会計(保険事業勘定)予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案16号 平成26年度介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)
予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案17号 平成26年度公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案18号 平成26年度農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案19号 平成26年度石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案20号 平成26年度仁良川地区土地区画整理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案21号 平成26年度水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案22号 自治基本条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案23号 災害見舞金支給条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案24号 歯及び口腔の健康づくり推進条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案25号 国民健康保険税条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案26号 市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案27号 職員の給与に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案28号 単純労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案29号 職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案30号 職員の修学部分休業に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案31号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案32号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案33号 こども医療費助成に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案34号 学童保育室条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案35号 農産物加工センター条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案36号 都市公園条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案37号 社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案38号 市立小中学校施設の開放に関する使用料条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案39号 下古山土地区画整理事業特別会計設置条例の廃止 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案40号 土地の取得 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案41号 町又は字の廃止及び町又は字の区域の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案42号 平成25年度一般会計補正予算（第7号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案43号 工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 1号 特殊詐欺を撲滅し、市民生活の安全・安心を確保する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 2号「ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書(案)」の提出 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 3号「国民の祝日「山の日」の制定を求める意見書(案)」の提出 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 1号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 1号「山の日」制定に係る意見書の採択について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 2号 東日本大地震に対する当市の対応に関する陳情 趣旨
採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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委

員

会

報

告

常 任 委 員 会常 任 委 員 会
審 査 報 告審 査 報 告
常 任 委 員 会常 任 委 員 会
審 査 報 告審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

経 済
建 設
か
ん
ぴ
ょ
う
消
費
拡
大
事
業
に
つ
い
て

教 育
福 祉
今
後
の
学
校
給
食
と
空
調
設
備
の
設
置
に

つ
い
て

教 育
福 祉
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
を
拡
大

総 務

栃
木
県
・
下
野
市
総
合
防
災
訓
練
事
業
に

つ
い
て

足利市で開催された総合防災訓練のようす
（平成25年度）　　　　　　　　　　　　　

下野市特産のかんぴょう

答

答

答

答

問

問

問

問

か
ん
ぴ
ょ
う
消
費
拡
大
支

援
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

か
ん
ぴ
ょ
う
消
費
拡
大
に

向
け
、
飲
食
店
、
食
品
加

約
３
億
６
千
万
円
で
古
山

小
の
給
食
室
を
改
築
す
る

７
月
か
ら
こ
ど
も
医
療
費

の
現
物
給
付
が
未
就
学
児

栃
木
県
・
下
野
市
総
合
防

災
訓
練
事
業
の
全
体
事
業

工
業
者
に
対
し
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
た
は
ユ

ウ
ガ
オ
の
実
の
購
入
費
１
件
当
た

り
２
万
円
を
限
度
と
し
２
分
の
１

以
内
の
額
を
補
助
す
る
。

が
、
市
の
給
食
方
式
に
つ
い
て
は

こ
の
ま
ま
自
校
方
式
で
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
教

室
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
る
の

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

ま
で
拡
大
さ
れ
る
が
、
財
政
負
担

額
は
ど
の
く
ら
い
ふ
え
る
と
試
算

し
て
い
る
の
か
。

費
及
び
県
の
負
担
額
に
つ
い
て
伺

う

今
回
の
改
築
は
平
成
23
年

１
月
に
出
さ
れ
た
下
野
市

学
校
給
食
検
討
委
員
会
か
ら
の
答

申
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
学

校
適
正
配
置
の
検
討
も
踏
ま
え
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。
エ
ア
コ

ン
に
つ
い
て
小
学
校
は
27
年
度
、

中
学
校
は
28
年
度
に
設
置
す
る
予

定
で
あ
る

初
期
投
資
、
シ
ス
テ
ム
の

変
更
、
医
療
費
が
か
か
る

負
担
部
分
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

８
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

事
業
費
は
市
が

１
１
１
７
万
円
、

県
が
約
２
５
０
万
円
で

あ
る
。
な
お
、
日
程
は

平
成
26
年
８
月
31
日
に

決
定
し
た
。
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教 育
福 祉
重
要
遺
跡
の
展
示
施
設
を
整
備
せ
よ

総 務

中
学
生
平
和
親
善
派
遣
に
つ
い
て

経 済
建 設
市
道
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

総 務

防
犯
対
策
事
業
に
つ
い
て

答

答

答

答

問

問

問

問

甲か
ぶ
と

塚づ
か

古
墳
か
ら
機は
た

織お
り

形

の
埴は
に

輪わ

が
出
土
し
た
。
全

中
学
生
平
和
親
善
派
遣
の

派
遣
時
期
を
伺
う
。

派
遣
先
を
広
島
市
と
想
定

し
、
平
和
祈
念
式
典
が
開

市
道
舗
装
等
維
持
修
繕
に

関
し
、
通
学
路
で
も
道
路

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設

国
初
で
大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
市
に
は
展
示
す

る
場
所
が
な
い
。
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

催
さ
れ
る
８
月
６
日
前
後
と
考
え

て
い
る
。

の
区
画
線
が
な
い
区
間
が
あ
る
。

安
全
確
保
の
た
め
区
画
線
を
設
け

る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
計
画
を

伺
う
。

け
て
い
る
が
、
要
請
が
あ
っ
た
の

か
。

現
地
確
認
に
よ
り
設
け
ら

れ
て
い
な
い
場
所
や
不
明

瞭
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、

年
度
ご
と
に
順
次
設
置
す
る
形
で

現
在
は
考
え
て
い
る
。

下
野
警
察
署
協
議
会
か
ら

の
要
望
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
３
駅

へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
、
あ
わ
せ
て
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
こ
の
補
助
制
度
も
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

26
年
度
に
列
島
展
に
出
品

し
、
27
年
度
に
は
国
の
重

要
文
化
財
に
な
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
展
示
施
設
の
整

備
は
総
合
計
画
の
重
点
戦
略
で
も

あ
る
の
で
、
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

出土した機織形埴輪

教育福祉常任委員会経済建設常任委員会

区画線（車道外側線）が設置された通学路

広島市で開催される平和祈念式典
　　　　 　　（写真提供：広島市）

地域の防犯のため「街頭防犯カメラ」を新
設する自治会や商店街等が対象となる　　

委

員

会

報

告
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総 務

地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て

経 済
建 設
下
野
ブ
ラ
ン
ド
創
生
推
進
事
業
に
つ
い
て

答

答

問

問

消
費
税
率
改
定
に
伴
う
増

収
分
に
つ
い
て
は
社
会
保

高
松
市
観
光
物
産
展
の
内

容
を
伺
う
。

障
費
の
経
費
に
使
う
よ
う
国
か
ら

指
示
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
事

業
に
充
て
る
の
か
。

特
定
財
源
で
な
く
一
般
財

源
で
取
り
扱
う
た
め
充
当

は
し
て
い
な
い
が
、
引
き
上
げ
分

に
つ
い
て
は
全
て
社
会
保
障
施
策

に
充
て
る
。

高
松
市
が
水
戸
市
、
彦
根

市
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
物
産
展
で
あ
る
。
26
年
度
は
高

松
市
が
会
場
で
あ
り
、
歴
史
文
化

交
流
協
定
を
締
結
し
た
本
市
に
呼

び
か
け
が
あ
り
、
本
市
の
物
産
及

び
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
あ
る
。

総務常任委員会

高松市観光物産展

第１回定例会において、常任委員会
に付託された議案の審査に当たり、
現地調査を実施しました。

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

経済建設常任委員会
•県営江川・五千石地区農道整備

•国分寺地区かんがい排水事業整備

•しもつけアンダー１

•東田橋

教育福祉常任委員会
•ふれあい館

•学校教育サポートセンター

•旧石橋中学校

•古山小学校給食室

委

員

会

報

告



10下野市議会だよりＮｏ.32

　第１回定例会では、６人の議　第１回定例会では、６人の議
員が市政に対し、一般質問を行員が市政に対し、一般質問を行
いました。質問と答弁の内容をいました。質問と答弁の内容を
要約して掲載します。なお、紙要約して掲載します。なお、紙
面の都合により、掲載は１人に面の都合により、掲載は１人に
つき１項目とし、ほかの質問事つき１項目とし、ほかの質問事
項は項目のみ掲載しております。項は項目のみ掲載しております。

合
併
で
の
初
代
教
育
長
と
し
て
２
期
８
年
は

　
　

楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

郡
を
超
え
て
の
合
併
。

教
育
シ
ス
テ
ム
の
違

塚 原 良 子 議員
１．教育長二期８年を振り返っ
　　て

1010

答

答

問 問
い
が
あ
る
中
、
初
代
教
育
長

と
し
て
、
市
の
教
育
体
制
を

築
く
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
う
。
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
る
に
当
た

り
そ
の
思
い
を
伺
う
。

教
育
長　

８
年
間
を

振
り
返
る
と
苦
労
と

い
う
こ
と
は
感
じ
ず
、
非
常

に
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
下
野
市
は
市
民

と
行
政
が
近
い
関
係
に
あ
り
、

誇
る
べ
き
も
の
が
多
く
、
よ

い
地
域
性
も
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
か
を
重
要
視
し
、

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

充
実
の
た
め
、
教
育
委
員
会

事
務
局
が
一
体
と
な
り
取
り

組
ん
だ
。

　

市
長
の
適
切
な
指
示
、
議

会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
く
の
独
自
性
の
あ
る
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

　

教
育
行
政
は
、
今
後
と
も

市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

て
力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と

が
基
本
で
あ
る
が
、
そ
の
責

任
を
持
つ
の
は
行
政
で
あ
る
。

行
政
が
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

た
の
で
は
市
民
協
働
の
実
は

上
が
ら
な
い
。

答弁に際し、教育行政への思いを語る

古口紀夫 前教育長  　　　　　　　　
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少
子
化
対
策
を
伺
う

　
　

不
育
症
支
援
へ
補
助
制
度
を
予
算
化

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は

　
　

就
労
を
初
め
と
し
た
基
準
が
現
行
よ
り
拡
大

我
が
国
の
危
機
的
な

少
子
化
問
題
に
対
応

27
年
度
本
格
施
行
に

向
け
て
、
子
ど
も
・

大 島 昌 弘 議員
１．農業施策を伺う
２．少子化対策を伺う

吉 田 　 聡 議員
１．子ども・子育て支援新制度に
　　ついて
２．教育環境の充実について
３．総合型地域スポーツクラブに
　　ついて

答

答

答

答

問

問

問

問

す
る
た
め
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
、
一
貫
し

た
少
子
化
対
策
を
伺
う
。
ま

た
、
出
生
者
数
、
平
均
婚
姻

年
齢
、
20
〜
39
歳
の
女
性
数

を
伺
う
。

子
育
て
会
議
を
設
置
、
ニ
ー

ズ
調
査
の
集
計
も
終
わ
り
、

こ
れ
か
ら
実
施
計
画
策
定
の

議
論
が
始
ま
っ
て
い
く
。
新

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　

本
市
が
既
に

取
り
組
ん
で
い
る
事

市
長　

パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
よ
う
な
比
較
的

業
で
は
、
公
益
財
団
法
人

「
と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財
団
」

短
時
間
就
労
す
る
保
護
者
に

も
対
応
す
る
保
育
短
時
間
制

度
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
ひ

みんなが、子育てしやすい下野市へ

子育て応援サイト「ママフレ」
（アドレス　http://shimotsuke-city.mamafre.jp/）

に
よ
る
「
と
ち
ぎ
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
地
域
結
婚

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
等
を
、
民

生
・
児
童
委
員
と
連
携
し
実

施
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
妊

娠
・
出
産
に
不
安
が
あ
る
方

へ
の
訪
問
や
個
別
指
導
、
病

院
と
の
連
携
に
よ
る
妊
産
婦

支
援
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

時
の
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

配
布
。
結
婚
か
ら
育
児
の
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
で
は
地

と
り
親
家
庭
な
ど
が
優
先
的

に
利
用
で
き
る
仕
組
み
と
な

る
こ
と
な
ど
、
保
護
者
の
就

労
状
況
、
家
庭
環
境
に
応
じ

て
、
よ
り
き
め
細
か
に
認
定

範
囲
が
広
が
り
、保
育
の
質
・

量
と
も
拡
充
が
図
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
窓
口
が
一
本
化
（
26
年
度

こ
ど
も
福
祉
課
を
設
置
）
さ

れ
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設

や
内
容
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
利

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３

カ
所
、
母
子
保
健
部
門
と
の

連
携
に
よ
る
「
マ
マ
フ
レ
」

サ
イ
ト
開
設
、
不
妊
治
療
費

の
一
部
助
成
、
不
育
症
の
方

へ
治
療
費
の
一
部
補
助
制
度

を
新
設
し
た
。
本
市
の
平
成

23
年
度
出
生
者
数
は
５
１
１

人
、
平
均
結
婚
年
齢
は
夫

30
・
５
歳
、
妻
28
・
7
歳
で
あ

り
、
県
平
均
で
あ
る
。
女
性

数
は
７
３
１
４
人
で
あ
る
。

用
可
能
な
施
設
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
新
制
度
は
非
常

に
わ
か
り
づ
ら
い
。

市
民
へ
の
説
明
を
し
っ
か
り

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

健
康
福
祉
部
長　

制

度
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
早
急
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

答 問

一

般

質

問
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困
窮
家
庭
の
子
ど
も
に
学
用

品
費
等
を
支
給
す
る
就
学
援

助
制
度
は
重
要
な
位
置
を
占

め
る
。
就
学
援
助
の
認
定
基

準
は
生
活
保
護
基
準
に
連
動

し
て
決
め
ら
れ
る
が
、
国
は

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
５

年
に
か
け
て
生
活
保
護
基
準

額
を
６
・
５
％
削
減
す
る
方

針
だ
。
こ
れ
に
よ
り
就
学
援

一

般

質

問

問

貧
困
対
策
と
し
て
の
就
学
援
助
制
度
を
堅
持
せ
よ

　
　

影
響
を
回
避
す
べ
く
努
力

「
環
境
基
本
計
画
」
を
ど
う
推
進
す
る
の
か

　
　

市
民
と
市
等
が
協
働
で
進
め
る

「
子
ど
も
の
貧
困
」

対
策
と
し
て
、
生
活

「
環
境
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
約
1
年

野 田 善 一 議員
１．子どもの貧困対策
２．学校給食費について

磯 辺 香 代 議員
１． 「環境基本計画」の推進につ
　いて
２． 市以外の市民活動助成金に
　ついて情報提供しないのは
　なぜか

答

答

答

答

問

問

問

問
が
た
っ
た
。
策
定
費
用
約

８
０
０
万
円
。
計
画
期
間
は

10
年
間
で
あ
る
。
ど
う
推
進

す
る
の
か
。

助
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

が
出
て
く
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
が
、
生
活
保
護
基
準
の

切
り
下
げ
の
影
響
を
回
避
す

る
措
置
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

市
長　

市
民
、
市
民

団
体
、
事
業
者
、
市

教
育
長　

担
任
の
先

生
や
学
校
長
、
民
生

が
役
割
分
担
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
連
携
し
協

働
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
。「
環
境
市
民
会
議
」

平成25年３月に策定された「下野市環境基本計画」

委
員
、児
童
委
員
間
で
情
報
・

連
携
を
密
に
し
、
就
学
援
助

制
度
の
趣
旨
が
十
分
生
か
さ

れ
る
よ
う
、
今
後
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

に
は
取
り
組
み
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
市

の
環
境
事
業
へ
の
提
案
も
い

た
だ
く
。

市
民
生
活
部
長　
「
市
民
会

議
」
の
運
営
費
は
会
員
の
会

費
で
賄
い
、
市
民
活
動
補
助

事
業
の
活
用
も
あ
る
。
軌
道

に
乗
る
ま
で
市
が
事
務
局
を

す
る
。

市
長　

十
分
状
況
を
見
て
影

響
を
回
避
す
べ
く
努
力
を
し

た
い
。
教
育
の
支
援
や
保
護

者
に
対
す
る
就
労
の
支
援
等

に
関
す
る
事
項
を
定
め
た

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
伴
う
国
や
県
の
動
向
を
踏

ま
え
、
庁
内
関
係
部
局
間
に

お
い
て
連
絡
調
整
や
情
報
の

共
有
を
図
り
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
環
境
基
本
計
画
」

は
市
が
策
定
・
実
行

の
責
任
を
負
う
行
政
計
画
だ
。

「
市
民
会
議
」
は
市
も
と
も

に
進
め
る
形
に
考
え
直
し
て
。

市
長　

市
が
事
務
局

と
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
。
事
務
費
に
つ
い
て

も
考
え
る
。

答 問

一

般

質

問

○○○課



13 下野市議会だよりＮｏ.32

一

般

質

問

市民課窓口等で配布されている「保健福祉ガイドブック」

在
宅
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
終
末
期
ノ
ー
ト
配
布
を

　
　

両
方
と
も
作
成
し
、
高
齢
者
及
び
窓
口
配
布
す
る

在
宅
療
養
推
進
の
た

め
に
支
援
策
と
し

村 尾 光 子 議員
１．地域生活・療養の支援策を
　　求める
２．民主主義の発展・成熟のた
　　めの施策充実を求める

答

答

問 問
て
、
利
用
で
き
る
各
種
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
等
を
網

羅
し
た
『
在
宅
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』、
及
び
、
最
期
ま

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
自
分

の
終
末
期
医
療
に
望
む
こ
と

を
記
し
て
お
く
『
終
末
期

ノ
ー
ト
』
を
作
成
し
、
配
布

さ
れ
た
い
。

市
長　

下
野
市
で
は

『
暮
ら
し
の
便
利
帳
』

に
高
齢
者
の
生
活
に
係
わ
る

各
種
手
続
き
や
情
報
、
介
護

保
険
制
度
、
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
方
法
な
ど
を
掲
載
し
、

各
戸
配
布
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
全
般
の

事
業
を
紹
介
す
る
た
め
、
さ

ら
に
詳
し
い
内
容
を
掲
載
し

た
『
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
を
作
成
し
、
市
民
課
窓

口
等
で
配
布
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
在
宅
療
養
に
関

す
る
各
種
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
等
を
紹
介
す
る
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
高
齢
者

へ
の
配
布
や
広
報
紙
に
よ
る

周
知
を
図
る
。
終
末
期
ノ
ー

ト
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
作
成
し
、
窓

口
等
で
配
布
、
活
用
法
に
つ

い
て
の
講
座
も
開
催
し
た
い
。

2月
５日　全国市議会議長会第194回理事会
　　　全国市議会議長会第96回評議員会（東京都）
６日　教育福祉常任委員会
　　　全国市議会議長会基地協議会第77回総会

（東京都）
12日　経済建設常任委員会
13日　総務常任委員会
19日　議会運営委員会
　　　議員全員協議会
26 ～３月19日　第２回定例会

3月
13日　小山広域保健衛生組合議会定例会
14日　議会運営委員会
　　　議員全員協議会
19日　議会だより編集委員
25日　石橋地区消防組合議会
27日　県南公設地方卸売市場事務組合議会定例会

4月
２日　栃木県市議会議長会監査
３・４日　第284回栃木県市議会議長会議（佐野市）
７日　議会だより編集委員会
９・10日　関東市議会議長会第２回支部長会議
　 （千葉県千葉市）
22・23日　関東市議会議長会第２回理事会
　　　　　第80回関東市議会議長会定期総会
24日　議会だより編集委員会
　　　行政視察受入（兵庫県姫路市）
30日　議会だより編集委員会
　　　小山広域保健衛生組合議会臨時会

議 会 の 動 き

第第２２回定例会回定例会

66月月55日日㈭㈭開会予定開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
でお知らせいたします。 

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧
（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム

　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　 shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
・南河内図書館・石橋図書館・国分寺図書館
※ 会議録作成に時間を要するため、若干遅延する
場合がございますが、ご了承願います。

一

般

質

問
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わがまち探検クイズの答え　国分寺地区：日酸公園　南河内地区：キリン公園　石橋地区：横塚児童公園

教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会 静岡県藤枝市

経済建設常任委員会経済建設常任委員会
岐阜県各務原市・愛知県大府市

　高齢化社会における本市の国民健康保険特別会計は毎年赤字で
あり、一般会計からの繰出金の増額と基金の取り崩しも数年で底
をつく状態である。26年度からは国保税の負担増となり、この状
況は全国の自治体共通の課題である。当委員会は健康寿命延伸・
健康予防への取り組みとして厚生労働省健康局長賞を受賞した
『健康予防日本一・健康スポット20選、バーチャル東海道の旅』
と称してウォーキングイベント等事業に取り組んでいる静岡県藤

　岐阜県各
かかみがはら

務原市の各務原キムチは、「Ｂ１グラン
プリ」へ参加したり、コンビニエンスストアとのタ
イアップによりカップラーメンやチャーハン、ス
ナック菓子などの商品開発を行い各地で販売するな

枝市を視察した。
　多額の予算と仕掛けを必要とせず、地域の特性を生かし歴
史を健康に結びつけ、事業を展開するという発想。健康・予
防を意識せず、市民の気持ちをわくわくさせながら、参加さ
せるというコンセプトは参考になった。本市においても他市
に勝る多くの健康予防施策がある。「健康と福祉のまち」を
標ぼうしている以上、健康寿命延伸の旗を掲げ市民・行政一
体となって、包括的な取り組みを推進されたい。

行政視察調査報告行政視察調査報告

ど、ブランドに付加価値をつけ、マスコミをうまく利用し全国
にＰＲしている。また、ブランドを使った各種イベントの開催
等によるＰＲにも取り組んでいる。本市においてもブランドを
認定するに当たり、どのようなコンセプトで推進していくのか、
６次産業に向けての事業展開方法、企業等との連携なども考慮
し、シティーセールスにつながるよう、市と関係機関と市民と
が一体となり、ブランドの確立に向けさらに努力が必要と強く
感じた。

　愛知県大
おお

府
ぶ

市では、多くの自治体同様農業就業者の高齢化が
進み、耕作放棄地の増加が懸念されている。「健

けん

耕
こう

サポーター
制度」は担い手不足対策や、耕作放棄地の解消を目的とした事
業であるが、実際は農家へのボランティア活動までとなってい
る。しかし、ボランティアで労働力不足を補え、担い手不足に
より発生している遊休農地を活用することで、耕作放棄地の発
生予防になると思う。本市でも、このサポーター制度は農家の
高齢化や後継者不足、耕作放棄地の解消に有効な手段であると
考えられる。

静岡県藤枝市にて

健康・予防の取組が盛んな藤枝市

岐阜県各務原市にて

愛知県大府市にて

一

般

質

問

行
政
視
察
報
告
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新議員18名が決まる新議員18名が決まる

総務常任委員会総務常任委員会 山形県鶴岡市・新潟県村上市

　山形県鶴岡市では、市立加
か

茂
も

水族館改築のための資金調達に
当たり、水族館のＰＲも兼ねて「加茂水族館クラゲドリーム債」
という住民参加型市場公募債を導入したところ、発売開始から
約20分で完売した。住民参加型市場公募債は上乗せ金利等コス
トがかさむ資金調達手段であるが、購入特典に新水族館内覧会
招待を付与するなど工夫を凝らし、宣伝効果も大きく地域の活
性化へつながるものであったという。この公募債の活用につい
ては、コスト以上の効果を得るため周到で創意工夫のある宣伝
戦略が必要であると感じた。

　新潟市村上市では、市民生活上の危険回避のため、管理が行き
届いていない空き家の所有者に対し、調査・指導や勧告・代執行
を可能にした「空き家等の適正管理に関する条例」を施行した。
また、市内にある空き家を市外の方に紹介することで定住促進を
図る「空き家バンク」も実施している。
　人口減少時代となり、本市においても空家数が増加し、それに
伴いさまざまな問題が生じることが予想され、その対処に条例の
制定は有効と思われる。また、問題を未然に防ぐため「空き家バ
ンク」のような方策も今後は必要であると感じた。

　任期満了に伴う下野市議会議員選挙は定数内のため無投票で18名の届出者全員が当選となり
ました。任期は平成26年５月１日より平成30年４月30日までの４年間となります。
　なお、議長・副議長や各常任委員会などの議会構成につきましては、次号第33号（８月15日
発行）での掲載を予定しております。

新潟県村上市にて

山形県鶴岡市にて

下
野
市
議
会
議
員
選
挙
当
選
者

（
敬
称
略
、
50
音
順
）

氏　

名

年
齢

党　

派

当
選
回
数

職　

業

秋あ
き

山や
ま　

幸ゆ
き

男お

65

無
所
属

3

農　
　

業

石い
し

田だ　

陽よ
う

一い
ち

63

無
所
属

3

会
社
役
員

磯い
そ

辺べ　

香か

代よ

59

無
所
属

3

無　
　

職

岩い
わ

永な
が　

博ひ
ろ

美み

75

無
所
属

3

無　
　

職

大お
お

島し
ま　

昌ま
さ

弘ひ
ろ

55

無
所
属

2

農　
　

業

岡お
か

本も
と

鉄て
つ

男お

70

無
所
属

3

会
社
役
員

小こ

谷や

野の  

晴は
る 

夫お

56

公
明
党

3

会
社
役
員

須す

藤ど
う　

　

勇
い
さ
む

64

無
所
属

3

農　
　

業

髙た
か

橋は
し　

芳よ
し

市い
ち

69

無
所
属

2

会
社
役
員

髙た
か

山や
ま　

利と
し

夫お

66

無
所
属

3

農　
　

業

塚つ
か

原は
ら　

良
り
ょ
う

子こ

67

無
所
属

3

無　
　

職

出で

口ぐ
ち　

芳よ
し

伸の
ぶ

45

無
所
属

1

司
法
書
士

中な
か

村む
ら　

節せ
つ

子こ

49

無
所
属

1

無　
　

職

野の

田だ　

善よ
し

一か
ず

63

無
所
属

3

酒
販
会
社
役
員

松ま
つ

本も
と　

賢け
ん

一い
ち

67

無
所
属

3

会
社
役
員

村む
ら

尾お　

光み
つ

子こ

65

無
所
属

3

無　
　

職

柳や
な
ぎ

 

田た  

柳
り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

67

無
所
属

1

自

営

業

若わ
か

林
ば
や
し

　
　

稔
み
の
る

71

無
所
属

3

無　
　

職

　
　
　
　

※
年
齢
は
５
月
１
日
現
在

　
　
　
　

※
当
選
回
数
は
在
任
特
例
期
間
を
含
ま
な
い

一

般

質

問

行
政
視
察
報
告



下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
32

平
成
26
年
5
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

〒
３
２
９
ー

０
４
９
２ 

栃
木
県
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

電
話
０
２
８
５
（40）
５
５
６
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５
（40）
５
５
６
７

 

私
た
ち
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
と
し
て
の
発
行

も
最
後
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
開
催
さ
れ
た
ソ
チ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

で
は
、
多
く
の
日
本
人
選

手
の
活
躍
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日（
金
）の
大
雪

に
よ
り
本
市
に
お
い
て
も

重
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被

害
戸
数
３
０
０
戸
、
被
害

額
８
億
９
５
０
０
万
円
余

り
と
過
去
最
大
の
被
害
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
市
民
の
家

屋
や
ガ
レ
ー
ジ
等
に
も
多

大
な
被
害
が
生
じ
、
通
学

路
や
生
活
道
路
の
安
全
確

保
も
困
難
な
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
市
民
の
た

め
、
食
と
安
全
確
保
に
向

け
て
一
層
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

（
大
島　

昌
弘
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委

員

長　

大
島　

昌
弘

副
委
員
長　

吉
田　
　

聡

委　
　

員　

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

須
藤　
　

勇

岩
永　

博
美

　

（
４
月
30
日
任
期
満
了
）

次
号（
第
33
号
）は
8
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

16下野市議会だよりＮｏ.32

議会だよりに関する
ご意見ご感想をお聞かせください  
　ご意見・ご感想は、ホームページ、メール、
電話、またはＦＡＸにてお願いします。

ケガした電車を助けた電車が保存
されています。
遊具がたくさんあり、小さなお子さんは
きっと喜ぶはず！
４月は桜がとてもきれいでした。
（国分寺地区）

首が長～いと言ったら？
・・・・動物の名前が
ついている
公園名です。（南河内地区）

住宅街の中にある公園です。
付近にはかつて古墳がありました。
（石橋地区）

答 14 !
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